
   訪問看護よもやま話  

  こんにちは、訪問看護師です  ～Ａさんの復活～ 

                                呉共済病院 アドバイザー 

                                      荒金 幸子 

                    （元在宅医療指導管理室 師長） 

 

 Ａさんは、8０歳代で前立腺がんのターミナルの患者さんでした。同年代の奥さん

と二人暮らしでした。長女さんは近くに住んでおられますが、仕事を持っておられて

とても忙しい方でした。病気で手術をされ、治療されましたが、治癒にいたるに

及ばず、全身がかなり衰弱し、食欲も失せて、両下肢の浮腫が悪化し、身動きする

こともままならない状態でした。「もう、これ以上治療がないのなら、家に帰る！」と

突然宣言され、主治医の判断も待たず娘さんを呼びつけ、タクシーに乗って退院され

ました。家までの帰路に親戚回りをし、最後の挨拶を済まされたと後で伺いました。

 一度は生きることに対する意欲が薄れて、人生を

諦めておられましたが、生活に少しずつ活気が生じ、

何かしようという気持ちになられたのです。車椅子に

のって近くの公園への散歩、若い頃の趣味の書に

チャレンジ、シルバーカーに乗って近くのコンビニへ

の買い物・・。退院時には考えられなかった生活が

一年余りの間に実現したのです。 

 このように、病気や障害があっても、長年住み慣れ

た地域や我が家で自分らしく暮らしたい、そんな願い

を実現するのが訪問看護師の役割です。安心して在宅

で療養生活をすることを目標としてサポートしてい

ます。 

 

 そんなこんなで、急遽訪問看護でフォローすることになり、Ａさんと私たちの関係

がスタートしたのです。以来、とりあえず毎日の訪問看護で清潔のケア・食事の工夫・

褥瘡のケア・下肢浮腫のケアなどを行いました。 

 少しずつ在宅での生活が安楽になられ、座位での排泄介助を始めると、数回での

排泄が可能となったのです。立位の訓練をし、褥瘡も治癒し、立位ができてくると、

気がつけば両下肢の浮腫も軽減しており、少しずつ歩行が可能となりました。歩行が

できれば、大好きな入浴に挑戦！天にも昇る程の快適な気分を味わうことが可能と

なりました。 


